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経済部経済政策課

職業訓練法人青森情報処理開発財団

１　令和４年度　経営評価

：

※参考　令和３年度決算
  ■当期損益 17,820千円 累積損益 420,943千円
  ■市からの収入　352千円 （経常収益に占める割合R3：0.24％←R2：0.27％）
    うち競争によらないもの352千円（経常収益に占める割合R3：0.24％←R2：0.27％）

２ 第三セクターの対応
◆経営戦略プラン（R2～R4）の取組と計画

○具体的取組

○財務計画：令和２年度から令和４年度までの当期損益は黒字に転換

３ 市の対応

自立性

令和４年度第三セクター経営評価結果及び対応について

評価項目 目的適合性 効率性・効果性 組織運営の健全性 財務の健全性 透明性
概ね良好

概ね良好
概ね良好 概ね良好

第二次評価
第一次評価 概ね良好 概ね良好 概ね良好

概ね良好 概ね良好 概ね良好 概ね良好 概ね良好
概ね良好 概ね良好

　すべての項目において「概ね良好」という結果となっている。

【青森市第三セクター経営評価委員会による意見等】
総括的な所見

第三次評価 概ね良好 概ね良好 概ね良好 概ね良好

継続して経費削減に努めるとともに、学生募集施策に重点的に取り組んだ結果、財
務の健全性が大きく改善できている。入学生数が定員を上回ることが、黒字化達成
のための重要な要素の一つであり、18歳人口の減少による入学生数の減少を見越し
て、情報処理技術の習得を希望する幅広い世代の入学生の取り込みを視野に入れる
必要があると考えられる。

　⑤情報の有効活用や管理の厳格化等による業務運営の効率化・健全化

（R2：844千円、R3：13,665千円、R4：13,596千円）

【取組状況】

　②地域で求められているチャレンジマインドに溢れるICT人材の育成
　③社会で即戦力となる人材の育成と就職指導・支援の強化による就職率の維持
　④自主財源の確保や経費の抑制等による財政基盤の改善・強化

　①esportsクリエイト専攻のPRや高校訪問体制の拡充など効果的な学生募集策の実施

　令和2年度に県内初導入した「esportsクリエイト専攻」のPRや、募集担当（県立高校校長OB）を中
心とした高校訪問など、効果的な学生募集策を継続した結果、令和4年度の入学生は定員の60名を上回
る79名（前年度比＋7名）となり、3年連続で黒字化する見込みとなった。
　引き続き入学生の定員確保を目標に、令和4年度は、前年度に効果的であった学生募集策の継続に加
え、大手進学情報サイトを活用したPRの強化、最新のesports関連機器の導入や学生によるesports大
会の開催及びライブ配信により、知名度と魅力の向上に努めている。
　今後においても、令和5年3月に策定する新たな経営戦略プランに基づき、環境変化に対応したカリ
キュラムによる職業訓練を行うとともに、入学生確保に向けた取組を強化し、財務基盤の黒字安定化
に努める。

　これまで行ってきた経費削減、学生募集策強化等の取組により、令和4年度における正味財産の経常
増減額も黒字化が見込まれているが、経営の継続的な健全化のため、令和5年3月に策定される新たな
経営戦略プランに基づき、安定的な入学生の確保に向けた取組が計画的に実施されるよう、引き続き
指導等を行っていく。

 「地域の高度情報化に貢献する人材の育成」という使命を継続的に果たすためには、安定的な財政基
盤(入学生の確保）の構築が不可欠という経営戦略方針に基づき下記取組を実施。


